　　　　　　　　　　　　寿獅子の字幕台本（案）
　約２０分の寿獅子の芸は、獅子を中心に１２の要素で構成されています。「寿」とはめでたい、という意味があります。お祝いの席でこの芸は披露されています。金屏風の採用も、晴れの日を強調しています。

　お祝いの席、つまりお座敷（宴席）に招かれて披露する芸能なので、お座敷芸の一つとして理解されています。お座敷芸は、芸妓さんが得意です。

　寿獅子が、金色なのはお祝い事を強く意識したものでしょう。獅子の形状は多様です。この舞台で使用している獅子は権九郎（ごんくろう）という名称が付けられています。雌の獅子だと言われています。獅子頭（ししがしら）の重さは、約２キログラム。頭のサイズは一尺です。なお、獅子頭は、獅子舞を舞うための大切な道具だという考え方と、ご神体と考えているところがあります。舞を支える囃子ですが、基本的には祭り囃子が採用されています。通り神楽、早鎌倉、最後の上げのところでの曲は獅子舞固有の曲となっています。

①序

　　獅子登場・・通り神楽（とおりかぐら）が演奏されます。通り神楽という曲は獅子舞専用の囃子です。

＊板付き

　太鼓の合図があって、笛が高音（たかね）で響きます。はじまりです。

  舞台中央にいる獅子に生命力が吹き込まれます。獅子は頭を大きく持ち上げて、アオリと呼ばれる獅子の胴体部分に空気が入り、獅子が丸くふくれて動物らしくなっていきます。演者が獅子の気持ちになっていく瞬間です。低い姿勢は、生き生きとした獅子になったことを示します。獅子頭を盛んに振っていく動作に注目してください。太鼓の音、笛の音の勢いは祭りの雰囲気を引き立てます。

フォト　獅子頭のアップの写真入る。

②狂い　

　山飛び、胸噛み等・・打ち込み〜早間の屋台が演奏されます。

　低い姿勢の獅子が、立ち上がります。立ち技（たちわざ）と呼ばれる演技です。

　獅子の風格を表現できるよう、演者は工夫します。

獅子からは鈴の音が聞こえてきます。鈴の音が獅子の

生き生きとした様子を伝えます。

　獅子の頭が高く上げる演技は、獅子の咆哮（ほうこう）、あるいは雄叫び（おたけび）を表現しています。

　その後、噛み（かみ）という演技に移行します。毛繕い（けづくろい）の様子を噛みで表現していきます。

胸を噛み、肩を噛む動作を繰り返します。

　獅子の背中にはたっぷりとした毛が縫い付けられています。背中の毛もしっかりと見学者に見て貰おうという演出があります。

　今度は足先から付け根（つけね）あたりまで毛繕いの様子を表現します。

　いよいよ山飛び（やまとび）に入ります。山を駆け上がっていく獅子、そのようなイメージを描いてください。

　３回ほど演技されます。獅子の頭が左に、右に、そして左にと振られていきます。

　左（さ）、右（ゆう）、左（さ）に振る行為形式は神社で神官がお祓いをするときに行なわれる行為です。

左（ひだり）、右（みぎ）、左（ひだり）と獅子の頭が振られることで、会場の穢れ（けがれ）を祓（はら）っていると解釈されています。

③座り　

　足噛み・・早鎌倉が演奏されます。この曲は獅子舞固有の曲となっています。

　立ち技が終わると、座り技に移ります。獅子は神獣（しんじゅう）と理解されていますが、同時に愛らしい動物だと考えられてきました。

　獅子の可愛らしさが表現されていきます。足を舐めたり、足噛み（あしかみ）をしたり、ひっくり返ったり、足をバタバタさせて、向きを変えたりしながら、

細かな演技が続きます。

　ふと、観客席を見回します。周囲の音を気にして見回す演技が笑いを誘います。

　毛繕いが終わると、背を伸ばして身震い（みぶるい）、キビキビとした動作を獅子が見せてくれます。獅子の俊敏な動きは、見せ場となっています。

　座り技が終わると、獅子は寝技に移行します。獅子は転がったり、足を上げたり、くつろいだ様子が表現されていきます。獅子舞の魅力は、動作に緩急があることです。

④戯れ（じゃれ）　

　遊び、餌吞み（えさのみ）　・・投げやり、仕町目が演奏されています。

　いつまでも獅子は寝ているわけにはいきません。

大きな足音をさせて、獅子は立ち上がります。

餌（えさ）である蜜柑（みかん）を見つけて、大喜び。四つん這いになっての演技がはじまります。

獅子は、すぐに蜜柑（みかん）を食べません。ひっくり返したり、蜜柑（みかん）の廻りをグルリと廻ったり、楽しんでいます。

　ようやく、周囲に注意を払いながら、蜜柑（みかん）を食べはじめます。

⑤座り　

皮出し、口拭き、あくび　・・早鎌倉が演奏されます。

　獅子は座って蜜柑（みかん）を食べて、そのあとに皮を出します。皮出し（かわだし）と呼ばれる芸です。

　獅子は、口を吹きながら、満腹（まんぷく）になったので、大きく欠伸（あくび）をします。動作は眠なったのでゆっくり、眼擦り（めこすり）などを行ないます。

⑥眠り　

　眼こすり　・・江戸子守唄が演奏されていきます。
　いよいよ、獅子の眠りを表現していきます。頭を足に乗せたり、大きく呼吸（こきゅう）したり、耳を動かしたり、寝ぼけてみたりしながら、眠っている様子を細かく描写（びょうしゃ）していきます。舞台の上では、大きな動きはありませんが、見どころとなっています。

⑦鯱（しゃち）

　　鯱・・屋台が演奏されます。

＊フォト名古屋城、天守閣のシャチホコの写真入る。

＊想像上の魚。頭は虎、龍を採用。全体は魚。尾ひれが空に向かっている。天守が住む城の屋根に火難除けとして、飾る。

＊鳶職が演じる梯子乗りにも鯱の技があるので、獅子もこの芸を取り入れた可能性がある。　　

　獅子が眼を覚まして、毛繕い。次に大きな演技に入ります。逆立ち（さかだち）です。寝技のあとの逆立ちですから、大きな見せ場となります。足先をまっすぐ天に向けて、美しい姿になるように心がけます。町火消しの梯子乗りに鯱の技がありますから、由来としは梯子乗りの技の転用の可能性もあると思います。

そして、また、寝技。眠りに入ります。

　

⑧大国（大黒とも表記）

　大黒ともどきが登場　　・・乱拍子〜トッパが演奏されます。

フォト　大国面（大黒面）ともどき面のアップの写真入る。

　いよいよ、大国（だいこく）と擬き（もどき）が登場します。

　大国様（だいこくさま）は大国主命（おおくにぬしのみこと）と呼ばれ、日本神話では有名な神様です。

大きな国の主ですから、日本をまとめあげた神様です。

　大国が登場すると、自己紹介（じこしょうかい）をします。

　「大八島（おおやしま。日本のこと。）、出雲の国を造り、堅めし大黒天（だいこくてん）の命（みこと）なり。

　お集りし方々に良き幸（さち）をお招きもうさん。出で、出で宝を招（まい）らせん」

　＊私は、日本を、出雲の国を統治した大国主命です。本日、皆さんに幸福をお届けましょう。大黒が大国とが習合しています。

　大黒様は、宝の小槌（打ち出の小槌）を持って舞います。大黒舞（だいこくまい）と呼ばれる、幸福が到来する舞です。大黒様は、福の神となって舞います。

　扇の上で小槌を振って、たくさんの幸福を見学者に撒いていきます。

　来場者は、それぞれ幸福を受け取ります。見学者も幸福一杯の気持ちになります。

⑨もどき　

　獅子起こし・・ニンバ〜神楽昇殿が演奏されます。

「めでたし、めでたし」（とても、素晴らしい状態だ、という意味）と大黒天が謡い、モドキを呼出します。

「あなたも、ここで舞を舞いなさい」と大黒天がモドキに命じます。

　モドキは「承知しました」と応えます。

⑩噛み　

　厄落とし　・・打ち込み、早、屋台、仕町目（四丁目とも表記）が演奏されます。
　モドキは近くに獅子が眠っていることに気が付き、驚きます。

　モドキは警戒しながら、獅子を起こそうとします。

起こされた獅子も、モドキもお互いにびっくり、そのような場面があります。

　やがて、獅子は客席に向かいます。見物人の頭を噛みに廻っていきます。見物人は、積極的に獅子に頭を噛んでもらおうと、行動します。

　厄を祓ってもらい、無病息災を実現し、招福万来も実現したい、という願望があるからです。

⑪戻り　

　山飛び、廻し返し、旗出し・・屋台が演奏されます。

　獅子が飛ぶ、大技が演じられていきます。激しく山飛びをして、あおりや毛を整えていきます。

　獅子は最後に左右左（さゆうさ）の動きを演じて、いよいよ旗出しに向かいます。お祝いの言葉を書いた旗を獅子の口から出して、めでたく終了となります。

⑫上げ（あるいは本上げ）　

　切り・・大切りが演奏されます。獅子舞固有の曲目です。

　いよいよ、獅子とのお別れ。演じ手は獅子をとって、来場者に挨拶します。

